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平安時代の館跡

第30号墳

第３号墳

地震による陥没

古墳

平安時代の水田跡

平安時代の畠跡

平安時代の館跡

平安時代の館跡の堀

中世C－21号溝

世良田諏訪下遺跡の概
がい

要
よう

　世良田諏訪下遺跡は、太田市世良田町に所在し、大
おお

間
ま

々
ま

扇
せん

状
じょう

地
ち

末
まっ

端
たん

部
ぶ

の石
いし

田
だ

川
がわ

の南側に

位置します。平成３年10月から平成５年６月まで尾
お

島
じま

第
だい

二
に

工
こう

業
ぎょう

団
だん

地
ち

造
ぞう

成
せい

に伴い発掘調査し

ました。見つかった主
おも

な遺
い

構
こう

は、古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

の竪
たてあなじゅうきょあと

穴住居跡５軒
けん

・墳
ふん

墓
ぼ

73基(帆
ほ

立
たて

貝
がい

式
しき

古
こ

墳
ふん

４

基
き

・円
えん

墳
ぷん

69基)・溝
みぞ

１条
じょう

、平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

の竪穴住居跡13軒・館
やかたあと

跡１基・土
ど

坑
こう

４基・溝83条・

井
い ど

戸２基・平安時代の地
じ

震
しん

等に伴う早
はやかわ

川の洪
こうずい

水によって押し流された土砂に覆
おお

われた水
すいでん

田

跡・畠
はたけ

跡、中
ちゅうせい

世から近
きんせい

世の土坑729基・溝196条・井戸20基などです。これらの中で注目

されるのは、古墳時代の墳墓です。この遺跡の南側から太田市小
こ

角
ずみ

田
だ

町の間は、｢世良田四
し

十
じゅう

八
はち

塚
づか

｣ と呼ばれ、かつては古墳群が存在していましたが、今では二
に

体
たい

地
じ

蔵
ぞう

塚
づか

古墳など一

部の古墳を除
のぞ

いて、耕
こう

作
さく

のため削
けず

られて平
たい

らになっています。発掘調査された古墳のほとん

どは、盛
も

り土
つち

が確認できずに周
しゅう

溝
こう

だけが見つかりました。しかし、石田川に沿った低地に立

地する第３・30号墳を含む11基の古墳は、平安時代の地震等に伴う洪水によって押し流された土砂が堆積したため、その後の耕

作による削平をまぬがれ、30～60㎝ほどの高さの墳
ふん

丘
きゅう

が残っていました。第３号墳や30号墳の埴
はに

輪
わ

群
ぐん

は、埴輪が並
なら

べ置かれた状

態が確
かく

実
じつ

に把
は

握
あく

できる埴輪群です。これらは、古墳時代の祭
さい

祀
し

の様
よう

子
す

を表
ひょう

情
じょう

豊
ゆた

かに表現しています。古墳時代における大
だい

首
しゅ

長
ちょう

の祭

祀等は、大古墳の埴輪配列から判
わか

っていますが、世良田諏訪下遺跡の埴輪群は、小規模な円墳からの出土であり、小首長の祭祀を

考える上で重要です。

※第３･23･30号墳出土の埴輪は、群
ぐんまけん

馬県の重
じゅうようぶんかざい

要文化財に指定されています。

※C－21号溝出土の笹
ささ

塔
とう

婆
ば

等の木
もく

製
せい

品
ひん

は、太
お お た し

田市の重
じゅうようぶんかざい

要文化財に指定されています。

第３号墳で出土した埴輪（北がら）

遺跡位置図

世良田諏訪下遺跡　全体図

世良田町世良田町

0 200ｍ
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第23号墳

C-21号溝

第３号墳
　二段に構

こうちく

築されている径
けい

約16.7ｍの円墳です。

低
てい

地
ち

に造
つく

られたため、平安時代の洪水で埋まり、

墳丘が0.5ｍ程残っていました。人を埋
まいそう

葬した施

設は見つかりませんでした。周溝は全周し、上幅

5.0ｍ～5.6ｍ、深さ0.32ｍ～0.56ｍであり、底

面は幅2.0ｍの平坦で、断
だんめんけい

面形は、逆
ぎゃくだいけいじょう

台形状です。

　埴輪は、下段の幅1.0ｍ～1.2ｍの平坦なテラ

ス面に隙
すき

間
ま

無
な

く、円
えんとう

筒埴輪が159本並べ置かれて

いました。下
か

段
だん

から朝
あさがおがた

顔形埴輪も、見つかりまし

たが、上
じょうだん

段に並べられていたものが、落
お

ちたもの

と思われます。形
けい

象
しょう

埴輪の一群は、下段の南南

東の一部を割
さ

いて、平らな面を幅２ｍに広げて置

かれていました。形象埴輪の上の部分は壊
こわ

れてい

ましたが、基
き ぶ

部は置かれた当
とうしょ

初の状態で検出され

ました。

　馬
うまがた

形埴輪は、円筒埴輪列に組み込まれた状態で、

馬形埴輪２頭の間に円筒埴輪を１本挟
はさ

んで並べら

れていました。先頭の馬形埴輪に添
そ

うように、人

物埴輪(馬
ま ご

子)が１体馬の進
しんこう

行方向を向いて置か

れていました。それを墳丘側から見るように、

両
りょうはし

端に棒
ぼうじょう

状の楽
がっ き

器を握
にぎ

り踊
おど

る女
おんな

、左側に鍔
つば

のある

帽
ぼう し

子を被
かぶ

る男
おとこ

、右側に楽器をかかげる男の、人物

埴輪が弧
こ

を描
えが

くように並んでいました。

  また、墳丘上にあったと思われる家
いえがた

形埴輪が小破片の状態で南西部の墳

丘斜面から出土しています。

第３号墳（南から）

第３号墳（向かって右が北）

第３号墳で出土した埴輪（北から）

第３号墳の埴輪（南南東から）
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①

②

③

④

出土地点

0 10ｍ

第3号墳略図

第３号墳出土の埴輪

埴輪
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⑤
埴輪の配置

向きを示す

第3号墳埴輪配列略図

①　帽
ぼうし

子を被
かぶ

る男（高さ64.8㎝）
②　楽器をかかげる男（高さ62.0㎝）
③　楽器を握

にぎ

り踊
おど

る女（高さ58.0㎝）
④　楽器を握

にぎ

り踊
おど

る女（高さ63.0㎝）
⑤　馬

ま ご

子（高さ60.1㎝）
⑥　飾

かざ

り馬（高さ58.0㎝）
⑦　飾

かざ

り馬（高さ63.0㎝）
⑧　家

いえがた

形埴輪（高さ47.0㎝）

① ②
④

③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑥

⑦
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第23号墳で出土した埴輪（西から）

見つかった第23号墳（南から）

第23号墳（写真上が北）

第23号墳で出土した埴輪（南から）

第23号墳

②

③

第23号墳出土の埴輪

鎌

3
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　径15.5ｍの円墳です。周
しゅうこう

溝は全
ぜんしゅう

周し、上幅2.4ｍ～3.2ｍ、深さ0.3ｍ～0.7ｍで、両壁とも緩
ゆる

やかに立ち上がります。埴輪列は

存在したと思われますが、墳丘は削平のため検出できず、遺
い

物
ぶつ

は周溝内より出土しています。

　特に形
けいしょう

象埴輪群を中心にして一ヶ所(周溝内)から流れ込んだ状
じょうたい

態で出土しています。それらのうち馬
ま ご

子・飾
かざ

り馬
うま

・裸
はだかうま

馬を復元するこ

とができました。そのほかに女子の頭
とう

部
ぶ

・人
じんぶつ

物埴輪の基部２個体分・琴
こと

・巫
み こ

女が捧
ささ

げていたと思われる
はそう

・坏
つき

(椀
わん

)が出土しています。

①

④

⑤

⑥

⑦ ⑧

①　裸
はだかうま

馬（高さ83.4㎝）
②　飾

かざ

り馬
うま

（高さ81.8㎝）
③　馬

ま ご

子（高さ66.0㎝）
④　巫

み こ

女（頭部高さ17.0㎝）
⑤　琴

こと

（最大長12.8㎝）
⑥　

はそう

（高さ4.0㎝）
⑦　坏

つき

（椀
わん

）（高さ3.3㎝）
⑧　坏（椀）（高さ3.0㎝）

1

4

2

1轡
くつわ

を固定するベルト(面
おもがい

繋)

2馬を飾るための馬具(雲
う ず

珠・杏
ぎょうよう

葉)

34左右の形が違う鐙
あぶみ
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0 5ｍ

見つかった第30号墳（南西から）

第30号墳（写真ななめ左が北） 第30号墳で出土した埴輪（南から）

第30号墳で出土した形象埴輪（南西から）

第30号墳略図
第30号埴輪配列略図

①　琴
こと

を弾
ひ

く男（高さ71.6㎝）
②　王

おうかん

冠を被
かぶ

る男（高さ69.0㎝）
③　巫

み こ

女（高さ65.8㎝）
④　馬

ま ご

子（高さ61.0㎝）
⑤　飾

かざ

り馬
うま

（高さ84.2㎝）

1
2
3
4

5

第30号墳

第30号墳出土の埴輪

埴輪 埴輪
向きを示す

　二段に構築された径15.2ｍの

円墳ですが、河
か

川
せん

によって周
しゅうこう

溝の

一部を壊
こわ

され、約半分は調査区の

外です。平安時代の洪水で埋まり、

墳丘が0.5ｍほど残っていました。

死者を埋
まいそう

葬した施
し

設
せつ

は見つかりま

せんでした。周溝は、確認された

部分で上幅2.8ｍ～3.6ｍ、下幅

0.9ｍ～2.0ｍ、深さ0.8ｍ～1.4

ｍです。周溝は、内側が比較的急

に立ち上がり、外側の方がやや緩
ゆる
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⑤

①

②

③

④

やかです。断面の形状は逆
ぎゃくだいいけい

台 形

状で、底面は平坦です。

　周溝の立ち上がり際
きわ

1.6ｍ～

2.0ｍ間隔に埴
はに わ

輪列が残っていま

した。円
えんとう

筒埴輪列の間に馬
うまがた

形埴輪

の足・人
じんぶつ

物埴輪の基
き ぶ

部が並び置か

れた当時の位置で出土しています。

西から琴を弾
ひ

く男・王
おうかん

冠を被
かぶ

る

男・巫
み こ

女・馬
ま ご

子・飾
かざ

り馬
うま

の順で並

んでいました。
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見つかった水田・畠跡（写真上が南）

水田跡と畠跡の段差 古墳周辺の水田跡（下が北）

平安時代の水田・畠・自然災害

　世良田諏訪下遺跡の北側は、石田川に近
きん

接
せつ

しており、この石田川に沿った低地部分

から南東部に、平安時代の洪水によって埋
まい

没
ぼつ

した水田・畠跡を検出しました。検出し

た水田跡の総
そうめんせき

面積は29,938㎡、畠跡は

3,278㎡です。水田跡は、地形に制
せいやく

約され

ていると考えられ、特に古墳の周辺では、

墳丘を削
さくへい

平することなく、畦
あ ぜ

畔が古墳を中

心に放
ほうしゃじょう

射状に造りだされた状況で水田化さ

れていました。比較的地形に制約されない

南側部分では、方
ほうけい

形に区画された水田が確

認され、半折型の条
じょうりすいでん

里水田と推
すいてい

定されてい

ます。

　この水田・畠跡を埋没させた洪水が２度

あったことが調査区の土層を調べてわかり

ました。１回目の洪水層が見られるのは、

畦
あ ぜ

畔部分であり、５cmほど堆
たいせき

積しています。

この洪水層の上に洪水層と黒色土の混ざっ

た層が存在し、水田・畠を再生するための

畦畔を作り直している状況が確認できます。

２回目の洪水層は、厚く堆積し、もっとも

厚く堆積した部分で１mほどです。この２

回目の洪水で、低地部にあった水田・畠を

埋め尽くし、多少の高低差のあった土地を

平坦なものにしてしまっています。この２

度の洪水の時期ですが、最初の洪水は、弘

仁９年(818年)の地震が原因の洪水と考え

られ、２回目の洪水は、住居を埋めた洪水

層との関係から９世紀後半と考えられてい

ます。

　右ページの写真は、弘仁９年の地震によっ

ておきたと考えられる地
じ わ

割れと陥
かんぼつ

没です。
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水田跡と地震による陥没（東から）

地震による陥没（東から） 地震による陥没（北から）
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平安時代の館
やかた

跡
あと

　平安時代の館跡は、群馬県内でも発見例の少ない遺構のひとつです。館跡は遺跡の北西部に位置し、館跡の北

および西側は、調査区外となっています。調査した部分だけの面積でも8,630㎡とかなり大きな館跡です。中心

部の形は、南辺の堀
ほり

に対して東辺の堀が約110度開きますが、全体の形は南辺の堀と北辺の堀が平行であるため、

平
へい

行
こう

四
し

辺
へん

形
けい

となると考えられます。東辺の堀は、長さ128ｍにわたり確認され、南辺の堀は長さ75ｍにわたり

確認されました。南辺の堀の南側から南北19.2ｍ、東西52ｍの小規模な張
は

り出
だ

し部を持ち、さらに内部が区画

され、南北19.2ｍ、東西12.8ｍの方形区画を検出しました。その区画内から唯一の確認できた掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あと

(桁
けた

行
ゆ

き５間、梁
はり

行
ゆ

き２間
けん

の側
がわ

柱
ばしら

式
しき

掘
ほっ

立
たて

)を検出しました。また、館跡の東側から、点
てんざい

在した状態で同時代の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

13軒を確認しています。

　館跡の時期は、堀の上層に浅
あさまやま

間山B軽
かるいし

石(Aｓ－B)の堆
たいせき

積がある

ことから、12世紀始めにはほとんど埋
まいぼつ

没したと考えられ、出土遺

物から９世紀末
まつ

から10世紀初
しょとう

頭と考えられます。

0 20ｍ

館跡全体図
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平安時代の館跡全景（写真上が西）

掘立柱建物跡検出状況（写真上が北）

平安時代の館跡　南辺部の張り出し部（写真上が北）

館跡出土の土器
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鎌倉時代の溝
　中世の遺構では、笹

ささとうば

塔婆などの木製品が大
たいりょう

量に発見されたＣー21号溝が注目されます。溝の時期は、出土した陶
と う じ き

磁器から鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

末(14世紀前半)と考えられます。溝の大きさは、調査した範
はん

囲
い

で全
ぜんちょう

長253ｍ、幅4～7ｍ、深さ1.6～2.2ｍです。溝の走
そうこう

行は東

西方向で、東は石田川の氾
はんらんげん

濫原で確認できなくなります。西は調査区外に延
の

び、その延
えんちょうせんじょう

長線上は中世に栄
さか

えた世
せ

良
ら

田
だ

宿
じゅく

の中
ちゅうしんぶ

心部に

なります。

　Ｃー21号溝から発見された木製品は、笹塔婆439点・木
きざら

皿２点・板
いたぞうり

草履７点・折
おじき

敷６点・曲
まげもの

物の底板１点などです。笹塔婆の形

態は、大半が上
じょうたんぶ

端部を圭
けいとう

頭状にしていますが、左右両端に１～３段の切り込みを入れるものや切り込みのないものがあり、下
か

端
たん

部
ぶ

は削
けず

り尖
とが

らせています。大きさは、厚さ0.1～0.3cmと薄く、幅1.8～3.8cm、長さは23～48cmです。書かれている文字は ｢南
な

無
む

大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

｣が最も多く、

｢南
な

無
む

阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

｣｢南
な

無
む

妙
みょう

法
ほう

蓮
れん

華
げ

経
きょう

｣ などが少

量あります。

　この溝は、走行などか

ら西の早
はやかわ

川を取
しゅ

水
すい

口
ぐち

とし

て、世良田宿を通り、石

田川に水を落とす1.8km

にわたる運
うん

河
が

的な要
よう

素
そ

を

もつ溝の可能性がもっと

も高いと思われます。笹

塔婆などの木製品は、中

世の世良田宿で行われて

いた仏
ぶっ

教
きょう

的
てき

行
ぎょう

事
じ

で使わ

れたのち、溝に流された

か、捨
す

てられたものと思

われます。

C-21溝全景（北東から）

見つかった笹塔婆

見つかった木皿

見つかった笹塔婆

見つかった板草履

C-21溝全景（写真上が北）
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①
② ③ ④

⑤

⑥

⑭ ⑮

⑰

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

C－21号溝の出土木製品

⑯

①　笹塔婆(南無大日如来・23.2cm)
②　笹塔婆(南無大日如来・26.1cm)
③　笹塔婆(南無大日如来・26.9cm)
④　笹塔婆(南無大日如来・27.7cm)
⑤　笹塔婆(南無大日如来・18.7cm)
⑥　笹塔婆(南無大日如来・33.9cm)
⑦　笹塔婆(南無阿弥陀仏・27.8cm)
⑧　笹塔婆(南無阿弥陀仏・18.3cm)
⑨　笹塔婆(南無妙法連華経・33.7cm)
⑩　笹塔婆(梵

ぼん

字
じ

・25.7cm)
⑪　笹塔婆(梵字・35.9cm)
⑫　笹塔婆(無銘・26.1cm)
⑬　笹塔婆(無銘・22.8cm)
⑭　板草履(表裏に藺

い

草
ぐさ

などを編み込む・21.6cm)
⑮　板草履(表裏に藺草などを編み込む・24.2cm)
⑯　漆

しっき

器木皿(口径9.1cm)
⑰　木皿(口径10.0cm)

表 表裏 裏
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